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74 [GeV/c2] 以下のフェルミオフォビックヒッグス粒子は 95％の信頼度で排除されることがわか
りました。 


















電ヒッグス粒子の質量が 90，120，150 GeV/c2 であると仮定した場合のそれぞれに対する
fermiophobicヒッグス粒子の存在可能な質量領域として，74.6，88.0，78.2 GeV/c2 以下の全質量領
域を排除した．これは，このモデルに対する世界で最も厳しい制限を与えている． 
以上から，本論文は素粒子物理学の発展に大きく寄与していることは明白であり，博士（理学）
の学位を授与するに値するものと審査した． 
